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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，ディジタル位相計測干渉法理論の統一化とそれに基づいた新しい干渉法の開発およびそ

の応用に関する報告である。特に，光導波路の屈折率の測定に応用し，その結果を用いて非軸対称屈

折率分布光導波路の特性評価法を開発した。

　論文は，序論（第一章），位相計測法の現状（第二章），位相変調干渉法の統一理論（第三章），光導

波路の屈折率分布の測定（第四章），光学的表面の測定評価法（第五章），コソトラスト変調干渉法

（第六章），非軸対称屈折率分布光導波路の特性評価（第七章）から構成されている。

　第三章では，従来から知られている位相干渉法であるヘテロダイソ干渉法，ステヅプ位相変調法，

フーリエ変換法などの理論を統一し，詳細な検討を行い，計測におげる系統的な誤差を補正する新し

いアノレゴリズムを開発した。

　第四章から第六章は，上記理論の応用とその拡張に関するものである。光導波路の屈折率分布の測

定（第四章）では，従来の方法と比較して，約100倍の精度向上が達成できたことを示し，徴小対象物

の表面測定（第五章）では，位相変調徴分干渉法を開発し、徴分椿報から位相清報を推定する効果的

なアルゴリズムを提案した。さらに第六章では，統一化理論を発展させ，干渉縞のコントラストを変

調しても位相測定が可能であることを示し，実験的にこれを実証した。

　第七章においては，第四章で述べられた精密屈折率分布の測定データをもとに，非軸対称の屈折率

分布を持つ光導波路の光線追跡アルゴリズムを新たに開発し，これを用いて光導波路の特性評価を

行った。・
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　　　　　　　　　　　　　　　審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は，統一化理論により新しい干渉位相検出法を開発し，これを利用して非軸対称屈折率分布

光導波路の特性評価法を確立するなど，精密光技術に多くの成果をもたらしたものであり，高く評価

できる。

　よって，著老は工学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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